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Utako Shimoda’s “the Good Wife and Wise Mother” View of Female Education
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Abstract: Utako Shimoda was said to have been a female leading educator in the period 
from the Meiji era to the Showa era in Japanese women’s history. This paper clarified 
the substance of her idea of a good wife and a wise mother from sprouting to 
establishment. When thinking about the ideal way of Japanese Female education, Utako 
Shimoda accepts the idea of Female education in Western Europe and integrates it with 
the traditional view of Female education in Japan. Shimoda submitted the educational 
content of the good wife and wise motherhood, which was the educational view of 
national integration in Meiji 30s. Shimoda, who held the theory of national polity 
understood the religion of Western civilization and proposed traditional moral education 
based on the Japanese samurai spirit.
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等科 下等小学科 上等小学科 初等中学科 高等中学科
学年（年） 第1 第2 第3 第4 第5 第6 第1 第2 第3 第4 第5 第6 
学 級 第3 第2 第1 第3 第2 第1 第3 第2 第1 第3 第2 第1
修 身 3 3 3 2 2 2 2 2 2 2 2 2
読 書 5 5 5 5 5 5
和 文 学 2 2 2 4 4 4
漢 文 学 3 3 3
欧 語 学 3 3 3 4 4 4
算 術 4 4 4 4 3 3 3 3 3
代 数 2 2
幾 何 2
地 理 2 2 2 2 2
本邦歴史 2 3
歴 史 3 3 3
実 物 5 5 5
物 理 3 3
化 学 3





教 育 3 3
家 政 2 2 2
裁 縫 1 1 1 2 2 2 3 3 3 2 2 2
礼 式 1 1 1 1 1 1 1 1 2
習 字 5 5 5 3 3 3 2 2 2
図 画 1 1 1 2 2 2 2 2 2 1 1 1
音 楽 1 1 1 2 2 2 2 2 2 2 2 2
体 操 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2 2
通 計 28 28 28 28 28 28 30 30 30 30 30 30
（『女子学習院五十年史』女子学習院、1935年、219頁より引用）


















































































































































































































































年次 男（％） 女（％） 平均（％）
明治23 65.1 31.1 48.9
24 66.7 32.2 50.3
25 71.7 36.5 55.1
26 74.8 40.6 58.7
27 77.1 44.1 61.7
28 76.7 43.9 61.2
29 79.0 47.5 64.2
30 80.7 50.9 66.7
31 82.4 53.7 68.9
32 85.1 59.0 72.8
33 90.6 71.7 81.5
34 93.8 81.8 88.1
35 95.8 87.0 91.6
36 96.6 89.6 93.2

































































































時間 第一学年 時間 第二学年 時間 第三学年 時間 第四学年 時間 第五学年
修身 1 女徳ノ要旨 1 同上 1 同上 1 同上 1 同上
読書 5 国文講読
　　作文










2 本邦地理 2 本邦地理
外国地理













理科 2 植物動物 2 同上鉱物 1 物理 1 同上化学 1 生理衛生







裁縫 3 裁縫編物 3 裁縫編物 4 裁縫 4 裁縫 4 裁縫
張 　 　 潔100
図書 1 自在画 1 同上 2 自在画　
実物写生










3 同上 5 同上 5 同上
翻訳
音楽 1 唱歌 1 同上 1 同上 1 同上 1 同上　　
楽器用法
体操 3 普通体操 3 同上 3 同上 3 同上 3 同上










































































































































張 　 　 潔104
61　「女子教育諸大家の談話（19）」（華族女学校学監下田歌子女史）『読売新聞』明
治35年11月8日。
62　「女子教育諸大家の談話（17）」前掲記事。
63　下田歌子『婦人常識の養成』前掲書、126頁。
64　小野和子前掲書、205頁。
65　『実践女子学園100年史』前掲書、79頁。
66　「帝国婦人協会と下田歌子（上）」『朝日新聞』1899年6月1日。
67　「帝国婦人協会と下田歌子（下）」『朝日新聞』1899年6月3日。
68　「卒業生皆嗚咽す－実践女学校の卒業式」『朝日新聞』1911年3月26日。
69　日本では1872年（明治5）の学制発布により「体術」が採用され、翌年に「体操」と
いう名称に変わった。
70　三浦雅士『身体の零度：何が近代を成立させたか』（講談社、1994年）218頁。
71　『学制百年史』前掲書、314頁。
72　桜井役前掲書、106頁。
73　三浦雅士前掲書、231頁。
74　「清国女学生生活」『朝日新聞』1908年12月28日。
75　井上章一『美人論』（朝日新聞社、1996年）、162頁。
76　小野芳朗『「清潔」の近代』（講談社、1997年）、199頁。
77　下田歌子『婦人常識の養成』前掲書、128頁。
